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Females　and 　Dゆ10id　 Bisexual　 Males　 of　 Cata・
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ABSTRACT 　Iし was 　 revealed 　 that　 no 　 fertiliza・

tion　occur τed 　in　eggs 　produced 　from 　crosses

between　diploid　Pa 「thenogenetic 　C 〔lta ♪ioアlus

graciticonlis 　 females 　and 　dip｝oid 　bisexual　ma1es

of　 the 　species ．　 Contrary　 to　the 　assumptions

of 　 Suomalainen 　（1947） and 　White 　（1954），　 no

triploid 　embryos 　 were 　produced 　by　the 　crosses 、

（Zool．　Mag ．90 ’ 231 −233 ，1981 ）

　単為生 殖 を す る象鼻虫は 殆 どが 11を 基本数 とす る

倍数体で ， ヨ ー P
ッ

パ で は 3 倍体，4 倍体，な らび に

5 倍体が 明 ら か に され て い る （Suomalainen，1940，
1947，1969〕。 日本 て

’
は 以上 の ほ か，著 者 に よ っ て 6

倍体 の もの が 2 種報告 さ れ て い る　（Takenouchl ，

1972）。 単為生 殖種 に は ，　2 倍体 で 両 性生殖種族 を

あわせ もっ 種 類 が ある と こ ろ か ら， Suomalainen

（工947） は 奇数 倍 数体 の
一

つ で あ る 5倍体 は，4 倍体

の 雌 に 同種 の 2倍体 の 両性生殖型雄 との 交雑、場台

に よ っ て は そ の 雌 と交配可 能 な近縁 の 雄 と の 交雑 に

ょ っ て 生ず る と 唱 え 鵡 著 者は 前 報 （竹 内，1981）

に お い て ，こ の 説 に 反 し て 単為生 殖型 4 倍体雌 と両

性 生 殖 型 2倍体雄 との 問 で 交尾 は 自由に お こ な わ れ

るが ，受精卵 は 得 られ ず 4 倍 体 の 胚 の み が 得 られ る

こ と を ハ イ イ 卩 ヒ
ョ ウ タ ノ ゾ ウ ム シ 　Catapionus

graciticornis　 Roelofs 　を 用 い て 実験的 に 明 ら か に

した 。 ま た，単為生 殖型 5倍 体雌 と 両 性生殖型 2倍

体雄 を交配 し て も，受精卵 ｛6 傍体） は 得 られ ず，

5 倍体の 胚 の み が 生ず る こ とを 明 らか に した 。

　 また ，Suomalainen 〔1947） は ，ヨ ー卩
ッ

パ で 唯
一

の 2倍体単為生殖種 で あ る　Poi）’drosus　 moJlis

Str6m を 発見 し，本 種が 3 倍体 の 単為生殖種族 を

もつ こ と か ら ， 3 培体 は 2 倍体単為生殖型雌 と同種

の 2 倍体 の 両性生殖型 の 雄，も し くは 交配可能 な近

縁種 と の 交雑 に よ っ て 生 ず る と い う 仮説 を 唱 え，

Whi しe （1954、1970，1973） も こ の 説 を 強 く支持 し て

い る。

　 著 者 は，こ の 度，ハイ イ ロ ヒ ョ ウ タ γ ゾ ウ ム シ に

お い て ，こ れ ま で に 明 ら か に し た 3倍体，4 倍体，

な らび に 5 倍体の 単為生殖種族， 2 倍体両 性 生殖種

族 に 加 え て ， 2倍体単為生殖種族 を 発見 で きた の で ，

Suomalainen の 3 倍体成因説 が 成立 す るか ど うか

を調 べ る 目的で こ の 研究 を お こ な っ た 。

材料および方法

　新潟県 三面で 採集す る こ とが で きた ，
ハイ イ ロ ヒ

ョ ウ タ ン ゾ ウ ム シ Cata 戸ionu∫ 9 γo 擁々‘ o γ撹 ε

Roe 】ofs の 2 倍体単 為 生 殖種族雌の うち ，6頭を こ

の 研究 に 用 い た。 本種族 の 染色体数 は 2F2x ； 22

で あ る。一
方，同 じ く三 面 で は あ るが，少 し 距離 の

は な れ た 場 所 か ら採集 し た ハイ イ 卩 ヒ
ョ ウ タ ソ ゾウ

ム シ の 2倍体両 性生 殖型雄 6 頭 を持 ち 帰 っ て 研究を

お こ な っ た 。 6個 の シ
ャ
ーレ に そ れ ぞ れ 雌 1 頭，雄

1頭を入 れ ，6 組の 対を作 っ て 交配 させ ， 採卵 して

プ レ パ ラ
ー トを 作成 した が ， 研究 な らび に 観察方法

は 前報 に 述べ た とお りで あ る 。

観察ならびに結果

　交配後 の 雌 の 貯精嚢は ，無数 の 精子 で 満 た され て

い る の が確認 さ れた。　1 組 の 雌雄 の 問 に 産 み 出 され

た 卵か ら生 じた 胚 8個 の 染色 体 を 観察 し た の で ，総

計 48個 の 胚 を 調 べ た が ，こ れらの 胚 の 卵分割中期に

お い て 観察され た 染色体数 は ，全 部母 体 の そ れ と等

しい 22本 て あ っ た tt 期 待 し た 33本 の 染色体 を もつ 3

倍体の 胚 は 1個 も認 め られなか っ た 。
つ ま り，今回

の 組 み 合 わ せ で も受精 は 起 こ らな い こ とが 明 らか と

な っ た。こ の 研究結果 か ら，本 実験条件 で は 3 倍体

は 2倍体 単為生殖型雌 と 2偖体両性生殖種族雄 との

交配 に よ っ て 生ず る とい う Suomalainen（1947）の

仮説は 成 り立 た な い こ とが明 ら か に された。 5 倍体

と同様， 3 倍体も何 らか の 方法 に よ っ て 生ず る もの

と思わ れ る 。
こ の 解 明 は 今後 の 研究 に ま た れ る。
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Figs，1and 　2．　 The 　 chromosomes 　of 　the 　cleavage 　nuclei 　of　e 皿 bryos 　 obtained 　fro皿 2x

　　　　parthenogenetic 　females　of
’
Ca ・taPionus 　gracilic，ornis 　Roelofs　from　Miornote ，　Niigata

　　　　Prefecture， 2n ； 2x ＝22．　 A 　bar　indicates　10μm ，

Figs ．3and 　4．　 The　chremcseMes 　of 　the　cleavage 　nuc 弖ei　obtained 　from 　embryos 　der童ved

　　　　froln　crosses 　 between 　2　x 　parthenogenetic 　C．　 gracil ・icornis拿 and 　2n　bisexual　C ．

　　　　gracilicor ／，．is ε obtained 　fro皿 Miomote ，　showing 　22　chromosomes ，　respectively 、

の 向定 を して い た だ い た 九州丿く学 農学部昆虫学教聶
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育に 協 力 い ただ い た 本 学 生物学 1研究室 の 学生諸君

に 謝 意 を 表す る。

文 献

SuoMALAINEN ，　 E ．（1940）　Polyploidy 　in　parthe ．

　　　　nGgenetic 　Curculionidae ．　Uereditas 　26 ： 51

　　　　−64．

Su 〔つMALAINEN ，
．
E．（1947）　parthenogenese 　und

　　　　P   lyploldje　bei　ROsselkLdfern （Curcu 】ionidae）・

　　　　Hereditas　33 ： 245−456．

SuoMALA エN 】；N ，　 E ．（1969）　Eveluticn 　in　par亡he．

　　　　nogene 亡le 　　Curcu［ionidae。　　 Evolutionar｝’

　　　　Biology，　Vol．3Edited　by　 T ．　Dobzhansky ，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　S∈



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

単為生 殖型象鼻虫雌 と 雄 と の 交配実験 233

　　MHecht 　and 　W 、Steere．　 Appelton ・Century・

　　Crofts，　 New 　 York．　 pp．261−296，
T △ KENOuCI ［1，　Y．（工972＞　Chromosome 　 numbers

　　of　Japanese　 weeviLs 　 of 　 Curculioneidea

　　（ColeDPヒera ）、κ 07 己樋 4D ： 457−466．
竹 内 恭 （1981）　 単為生殖型 ハイ イ P ヒ

． ウ タ ソ

　　 ゾ ウ ム シ 雌 と両 性 生 殖型 雄 との 交 配 実験 動物

　　学雑誌 90： 39−43．
WHITE ，　 M ，J．D ，（】954） Animai 　 C 舛 ol σg ユ昭 1L4

　　Evotution，，2nd　Ed ．　Cambridge 　Uni 、
・．　Press ．

　　PP ，454．
Wl 匚r 「F；

，
　 M ．　j．　D ．　（1970）　　Heterozygesity 　and

　　genetic 　polymorphism 　in　parthenogenetic

　　anima 【，　 E ∬ の
・
s　in　 Et丿olution 　 and 　 Genetics

　　i？1 」Uon，　or 　 O∫ Tん．　 Z）ob2hansk 丿
1，　 M 、K ．　 Hecht

　　 and 　 W ．　C ，　 Stee 祀 ，　 Edits ，　 Apple 　 Ton．

　　Cen亡ury ・Crofts，　 New 　 York，　 pp，237−262．
WH ］丁 E ，　 M ．J．　D．（1973）　Aniinal　C ｝

・totogJ ，　 and

　　Et．，01ution ，　3rd　Ed ．　Cambridge　Unii『．　 Prtss，
　　pp．726．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


